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【目的】近年の診断機器の発達，周術期管理の向上
等により従来なら見逃されてきたような微少な腫瘤
性病変や，高度な低肺機能及び，合併症を有する症
例に対して手術が施行される機会が増加してきてい
る．従って術前のより正確な呼吸機能評価が，今ま
でにも増して重要であることは，言うまでもない．
我々は，従来の呼吸機能評価法であるスパイロメト
リー，動脈血液ガス，換気・血流シンチグラフィー
と並びCTより肺容積を算出することによる呼吸機
能評価，術後呼吸機能予測の可能性について検討し
た．
【対象】症例は，1996年9月より1998年10月まで
に当科を受診した患者よりランダムに選択した51
例で年齢は，53才から85才，平均年齢は63才，性
別は，男性40例，女性1！例，また疾患別内訳は，
肺腫瘍40例，肺気腫例，胸腺腫1例であった．
【方法】対象症例に対し，ほぼ同時期にCT，スパ
イロメトリー，血液ガス，また可能ならシンチグラ
フィーを施行しCTより算出した肺容積と比較し相
関の有無を検討した．また手術予定例に対しては，
CTより残存肺容積を算出し術後呼吸機能予測を併
せて行った．さらに術後6ヶ月以降にスパイロメト
リー，血液ガス等を行い，予測値と比較しCTによ
る呼吸機能予測の有用性に関して検討した．
【結果】CTより算出した肺容積は，　VC，　TV，一一秒
率と比較的良い相関関係が認められ，術後呼吸機能
予測の一助となりうるであると思われた．
【目的及び方法】乾癬における単球の活性化に，脂
質の取り込みが関与している可能性を考え，乾癬i患
者の血清脂質および末梢血単球中脂質をフーリエ赤
外分光光度計にて測定し，同時にPASIスコアを算
定して，健常人と比較した．
【結果】血清中のVLDLおよびLDLは，乾癬i群で高
値となる傾向を示した．血清中コレステロールエス
テルは健：常者群にくらべ乾癬群で有意に高値であ
り，高脂血症群ではさらに高値であった．リンパ球，
好中球ではコレステロールエステルは検出されなか
った．
　単球中のコレステロL一一・・ルエステルは健常者群にく
らべ乾癬群で有意に高値を示した．PASIスコアと
血清中のβリボ蛋白は相関を示した。
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脳ドックの発見病変と各種脳卒中
　　　　危険因子との関係
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【目的】脳卒中の一次予防方法の解明を主目的とし
て，社会保険病院の3施設で政府管掌保険成人病予
防検診受診者を対象に脳ドックを施行した．今回は，
無症候性脳梗塞，未破裂脳動脈瘤，頸動脈分岐部病
変の3疾患における脳卒中危険因子との関係につい
て検討した．
【方法】対象は平成4年3月～平成10年3月（6年
間）の合計4298名である．検査は，問診・診察，
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MRI，　MRA，頚動脈エコー，かなひろいテスト，
脳卒中危険因子の点数化，止血・凝固系の7項目で
ある．MRI，　Aは3施設で同一機種，同一条件下で
撮影した．その上で統一した判定基準を設け各種病
変を診断した．
【結果】無症候性脳梗塞の危険因子保有率は高血圧
2！．3％，心臓疾患19．7％，糖尿病17．8％，高尿酸血
症16．7％，未破裂脳動脈瘤では糖尿病10．7％，高尿
酸血症7．5％，家族歴7．3％，高血圧7．3％，頚動脈
分岐部病変では狭窄率25％以上でみると高血圧
8．0％，糖尿病7．1％，心臓疾患6．8％，等であり，
危険因子保有者の3病変発見率は高かった．
【結論】1）脳ドックの意義は，脳卒中危険因子の洗
い出しの画像化による証明である．2）脳卒中の予
防には危険因子の治療が不可欠であり，人間ドック
の判定を取り入れた総合判定が重要である．
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【目的】骨粗緩症の治療薬には，骨代謝改善剤とし
てVD製剤，　VK製剤，カルシウム製剤，カルシト
ニン製剤等がある．さらに近年骨Paget病の治療薬
として開発されたエチドロネート製剤（EHDP）も
従来の骨代謝改善剤とは異なった作用機序から注目
されている．われわれは，高齢者骨粗覆症患者の骨
密度を経時的に測定することで，各種薬物治療の効
果の違いを比較検討したので報告する．
【対象および方法】厚生省「老人性骨粗緩症の予防
および治療法に関する総合的研究班」の定める診断
基準に則って診断した当科外来通院中の高齢者骨粗
垣症患者22名（平均年齢78歳）を対象とした．投
薬内訳は，EHDP投与群（E群）8例，ビタミン製
剤投与群（V群）14例（VD，　VK単独，または2剤
併用を含む．）である．全例で薬剤投与前に腰椎の
骨密度の定量をDEXA法で行い，約1年（平均観
察日数320日）後に骨密度を再測定し，増加率の有
無を両群問で比較検討した．また，骨吸収マーカー
の尿中デオキシピリジノリン，骨形成マーカーの血
中オステオカルシンを各症例で測定し，骨密度の増
減との関連も検討した．
【結果】全22例中16例（73％）に骨密度の増加が
あり，薬剤の効果を示した．E群では8例中6例
（75％）で，V群では14例中10例（71％）で骨密
度の増加を示し，両三問での有意差は認められなか
った．各マーカーとの関連は，尿中デオキシピリジ
ノリンが高値の症例は骨密度の増加率が低い傾向を
示したが，血中オステオカルシンについては，明ら
かな相関傾向を示さなかった．
【考察】治療薬投与によって73％で骨密度の増加を
得たが，残りの27％は減少していた．投薬効果の
有無と各マーカーとの関連および，各薬剤の効果の
差異を症例数を増やして検討を重ねたい．
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【目的】脊柱靭帯骨化モデルであるZucker　Fatty　Rat
（ZFR）のアキレス腱に異所性石灰化が発生すること
に注目し，その石灰化に関連する因子を遺伝子レベ
ルにて解明し，又，病理組織学的検討をおこなった．
【方法】ZFR　3ヶ月齢6匹及び6ヶ月齢4匹を用いて
以下を検討した．
1．X線学的検索
　屠殺後，後肢を切断しアキレス腱を露出させ軟X
線撮影した．
．遺伝子発現の検索
　ZFRのアキレス腱及び踵骨よりm－RNAを抽出．
RT－PCR法にて骨形成因子であるBMP2，4及び石
灰化関連因子であるオステオカルシン（OC），オス
テオネクチン（ON），オステオポンチン（OP）の
遺伝子発現を検索した．
（　11　）
